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わ
が
日
が
目
指
す
べ
き

経
済
安
全
保
障
の
全
体
像

外
交
委
員
会
企
画
部
会

経
団
連
は
１
日
、
東
京

。

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
外

交
委
員
会
企
画
部
会

（小
久

保
憲

一
部
会
長
）
を
開
催
し

た
。
自
由
民
主
党
の
大
野
敬

経
団
連
は
１０
月
３．
日
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
を
対
象
と

し
た
技
術

・
デ
ー
タ
等
の
流

出
防
止
に
関
す
る
経
済
安
全

保
障
説
明
会
を
東
京

。
大
手

阿
の
経
団
連
会
館
で
開
催
し

た
。
公
安
調
査
庁
の
近
智
徳

経
済
安
全
保
障
特
別
調
査
室

長
な
ら
び
に
同
室
情
報
分
析

官
か
ら
、
経
済
安
全
保
障
の

確
保
に
向
け
た
技
術

虫
ア
ー

タ
流
出
防
止
に
か
か
る
説
明

を
聴
く
と
と
も
に
意
見
交
換

し
た
。
説
明
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

■
ス
タ
ー
ド
ア

ッ
プ
が
標

太
郎
経
済
安
全
保
障
推
進
本

部
事
務
局
長
か
ら
、
同
党
が

１０
月
に
公
表
し
た
提
言

「わ

が
国
が
目
指
す
べ
き
経
済
安

全
保
障
の
全
体
像
に
つ
い
て

～
新
た
な
国
家
安
全
保
障
戦

略
策
定
に
向
け
て
」
等
に
つ

い
て
説
明
を
聴
く
と
と
も
に

意
見
交
換
し
た
。
説
明
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

■
新
し
い
資
本
主
義
と
経

済
安
全
保
障

新
し
い
資
本
主
義
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
多
岐
に
わ
た
る

社
会
課
題
す
べ
て
を
行
政
の

み
で
解
決
す
る
の
は
困
難
な

時
代
に
お
い
て
、
社
会
課
題

を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
官
民
連
携
で
解
決
し

つ
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

防
災
は
、
以
前
は
行
政
が
担

う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た

が
、
今
で
は
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（事
業
継
続
計
画
）
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
経
済
安
全

保
障

の
リ

ス
ク
も
同
じ
よ

う
に
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。経

済
安
全
保
障
推
進
法
や

同
法
の
基
本
方
針
等
に
は
、

経
済
の
自
由
の
原
則
が
明
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
原
則
は

今
後
も
変
わ
ら
な
い
。
し
か

し
、
経
済
安
全
保
障
上
の
リ

ス
ク
を
見
落
と
せ
ば
、
ビ
ジ

ネ
ス
が
根
こ
そ
ぎ
ダ
メ
に
な

る
可
能
性
す
ら
あ
る
。
経
済

安
全
保
障
の
リ
ス
ク
が
存
在

す
る
限
定
さ
れ
た
領
域
は
、

政
府
も
関
与
し
て
手
当
て
す

る
必
要
が
あ
る
。

■
経
済
安
全
保
障
戦
略
の

策
定現
行
の
国
家
安
全
保
障
戦

略
は
へ
行
政
が
主
体
的
に
取

り
組
む
外
交

。
防
衛
が
中
心

で
あ
る
が
、
２
０
２
２
年
末

に
改
定
さ
れ
る
同
戦
略
に
は

経
済
安
全
保
障
が
含
ま
れ

る
。
経
済
の
主
体
は
民
間
な

の
で
、
民
間
と
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、

経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
戦

略
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

自
民
党
が
現
在
、
重
視
し

て
い
る

テ
ー

マ
は

二
つ
あ

る
。
第
１
は
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ

ン
ス
能
力
で
あ
る
。
政
府
内

の
情
報
共
有
を
進
め
る
こ
と

に
加
え
、
経
済
安
全
保
障
重

点
課
題
検
討
会
議
を
通
じ
、

各
省
が
抱
え
る
事
業

の
リ
ス

ク
を
点
検
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
第
２
は

サ
イ
バ
ト
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
で

あ
る
。
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
担

っ

て
い
る
政
策
立
案
と
オ
ペ
レ

ー
シ

ョ
ン
の
機
能
を
分
離
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

ア
ク
テ
ィ
ブ

・
サ
イ
バ
ー
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
も
重
要
な
論
点

で
あ
る
。
第
３
は
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

（適
性

評
価
）
で
あ
る
。
国
際
共
同

研
究

の
際
に
必
要
と
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

た
各
種
制
裁
に
対
抗
す
る
動

き
を
み
せ
て
い
る
。
加

え

て
ヘ
ロ
シ
ア
軍
が
使
用
し
た

兵
器
の
部
品
に
日
本
製
の
も

の
が
用
い
ら
れ
た
と
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
の

レ
ピ

ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク

に
も
か
か
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
引
き
続
き
情
勢
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。■

わ
が
国
で
注
目
す
べ
き

動
向懸
念
国
政
府
ま
た
は
懸
念

国
政
府
の
影
響
下
に
あ
る
組

織
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
技
術

。
デ
ー
タ
ヘ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
が
あ

る
。
ま
ず
は
、
各
企
業
で
関

係
す
る
事
例
や
働
き
か
け
の

ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
新
た
な

法
体
系
と
し
て
国
際
的
に
も

整
合
性
の
と
れ
た
制
度
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

■
経
済
安
全
保
障
を
構
成

す
る
八
つ
の
戦
略
的
ア
プ
ロ

ー
チ同
提
言
で
は
、
経
済
安
全

保
障
の
全
体
像
を
構
成
す
る

八
つ
の
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
掲
げ
て
い
る
。
第
１
は
経

済
成
長
で
あ
り
、
最
上
位
の

概
念
で
あ
る
。
経
済
成
長
な

く
し
て
は
守
る
も
の
も
な
く

な

っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
支

え
る
か
た
ち
で
、
第
２
の
自

律
性
の
向
上
、
第
３
の
優
位

性

・
不
可
欠
性
の
維
持

・
獲

得
、
第
４
の
公
正
な
競
争
環

境
の
整
備
、
第
５
の
戦
略
的

な
対
外
発
信

。
広
報
の
確
立

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

を
支
え
る
か
た
ち
で
、
第
６

の
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
の
強

化
、
第
７
の
体
制
の
整
備
、

第
８
の
人
材
育
成
が
あ
る
。

上
記
に
加
え
、
官
民
連
携

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
経
済
安
全
保

手
法
等
を
認
識
し
た
う
え

で
、
個
別
の
対
策
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
特
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
、
①
資
金
調
達
②
買
収

③
共
同
研
究
④
人
材
交
流
⑤

リ
ク
ル
ー
ト
⑥
サ
イ
バ
ー
攻

撃
⑦
産
業
ス
パ
イ
ー
ト
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

■
官
民
連
携
の
重
要
性

経
済
安
全
保
障
分
野
で
は

特
に
官
民
連
携
が
重
要
で
あ

る
。
公
安
調
査
庁
は
、
懸
念

国
に
よ
る
技
術

虫
ア
ー
タ
の

調
達

・
窃
取
を
企
図
し
た
不

審
動
向
等
に
関
す
る
情
報
を

収
集

・
分
析
し
て
い
る
。
企

業

。
大
学
と
も
知
見
を
共
有

し
て
、
意
図
し
な
い
技
術
流

出
の
防
止
に
貢
献
し
て
い
き

障
推
進
法
の
官
民
技
術
協
力

の
分
野
で
は
、
重
要
な
技
術

を
見
極
め
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る

が
、
こ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を

成
功

へ
と
導
く
た
め
に
は
民

間
企
業
の
知
見
が
不
可
欠
で

あ
る
。

【
国
際
経
済
本
部
】

た
い
と
考
え
て
い
る
。

同
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に

は
、
経
済
安
全
保
障
や
サ
イ

バ
ー
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

個
別
の
相
談
や
講
演

。
研
修

依
頼
等
の
窓
口

（▼
０
１
協

Θ
中・ヨ
早
碕
ｏ
・】じ

も
設
け
て

い
る
。
気
に
な
る
点
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ
し

い
。
今
回
は
日
本
に
お
け
る

事
案
を
中
心
に
扱

っ
た
が
、

国
外
で
の
事
案
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

娼坤窓．関済安的洋斡　的中中中一］

【
産
業
技
術
本
部
】

大
野
氏

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
を
対
象
と
し
た
技
術
。デ
ー
タ
等
の

流
出
防
止
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
説
明
会

的
と
な
る
リ
ス
ク

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
保
有

す
る
優
れ
た
技
術
や
製
品
等

は
、
投
資

・
買
収
や
共
同
研

究
な
ど
の
通
常
の
活
動
、
あ

る
い
は
不
正
調
達
や
諜
報
活

動
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
い
っ

た
不
正
な
活
動
に
よ

っ
て
懸

念
国
か
ら
狙
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
実
際
に
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
資
金
調
達
等
の
場

面
で
技
術
情
報
を
要
求
さ
れ

る
事
例
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

■
経
済
安
全
保
障
を
め
ぐ

る
動
向
経
済
安
全
保
障
の
背
景
に

は
米
中
の

「技
術
覇
権
」
を

近
氏

め
ぐ
る
対
立
が
あ
る
。
米
国

が
輸
出
規
制
や
投
資
規
制
の

強
化
な
ど
諸
々
の
施
策
を
打

ち
出
す

一
方
、
中
国
は
反
外

国
制
裁
法
な
ど
米
国
の
規
制

を
意
識
し
た
対
抗
措
置
を
講

じ
て
い
る
。
先
日
開
催
さ
れ

た
中
国
共
産
党
大
会
で
も
米

国

へ
の
対
抗
姿
勢
が
示
さ
れ

て
お
り
、
日
本
企
業
が
両
国

の
間
で
板
挟
み
に
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
も
経
済
安
全
保
障
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ロ

シ
ア
は
、
西
側
諸
国
が
課
し

これだけはそろえておきたい英文テンプレート
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待つたなし IBCP障 業継続計画]

策定と見直しの実務必携
水害、地震、感染症から経営資源を守る

◆防災・減災の必須ポイントとは

◆円滑な事業継続の実現に必須の対応とは

日本では近年、多くの自然災害に見舞われ(甚大な

被害、はかりしれない損失が生じています。事業を

継続できない場合に的確に対応するために必須と

なるBCP策定の基本を押さえるとともに、「想定
外」の事態が生じることがないよう、自社のBCP見
直しのポイントを解説します。

◆「社員満足」の向上が『顧客満足」を高める

◆「人を活かすマネジメント」の実践

社員満足経営の考え方をES(社員満足度)の現状を

具体的に測定する手法、調査の実務、有効活用法を

紹介。ES調査がなぜ大切なのか、CS(顧客満足)や
SS(株主満足)を満たし、企業業績、組織活力向上
に結び付ける調査とは?調査票作成から集計・分
析、測定結果の活用までを具体的に詳述しました。

待つたなし!

BC「1と彙単備計青l
策定と見直しの
実務必携

の
営
挙

輔一　　一“面要一一一“一

一一何甲一， 一

ES調査の設計 。実施 。活用法
社員満足の経営
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